
数学数学 NO.NO.1818
〈解答〉
1　⑴　540㎝２

　　⑵　350㎝3

2　⑴　ア　ＢＣＤ　　イ　ＤＣＥ　　ウ　ＥＣＧ
　　　　エ　 ２ 組の辺とその間の角がそれぞれ等しい
　　⑵　∠ x＝1２1°

配点　2⑴各 1 点　他各 ２ 点　10点満点

〈解説〉
1　⑴　図 １の三角柱の ２ つの底面積の和は

　　　　　 1
２ ×10×２4× ２ ＝２40〔㎝２〕

　　　で， 3 つの側面積の和は，
　　　　　 5 ×(10＋２4＋２6）＝300〔㎝２〕
　　　なので，表面積は，
　　　　　２40＋300＝540〔㎝２〕
　　　である。
　　⑵ 　右の図のように，立体ＡＤＰＢＥＱを，頂点Ｐを

通って面ＢＥＱに平行な平面で切断し，その平面
と辺ＡＢ，ＤＥとの交点をそれぞれＲ，Ｓとする
と，立体ＡＤＰＢＥＱは三角柱ＰＲＳＱＢＥと四角錐ＰＲＳＤＡに分けることができる。

　　　　　ＡＲ＝ＲＢ＝ＤＳ＝ＳＥ＝ＰＱ＝ 5 ㎝
　　　　　ＢＱ＝ＲＰ＝２4÷ ２ ＝1２〔㎝〕
　　　なので，それぞれの体積は，

　　　　　三角柱ＰＲＳＱＢＥ＝ 1
２ × 5 ×1２× 5

　　　　　　　　　　　　 ＝150〔㎝3〕

　　　　　四角錐ＰＲＳＤＡ＝ 1
3 × 5 × 5 ×1２

　　　　　　　　　　　  ＝100〔㎝3〕
　　　となり，
　　　　　立体ＡＤＰＢＥＱ＝150＋100＝２50〔㎝3〕
　　　である。したがって， 6 点Ｐ，Ｑ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆを頂点とする立体の体積は，
　　　　　（三角柱ＡＢＣＤＥＦ ）－（立体ＡＤＰＢＥＱ ）

　　　　＝ 1
２ ×10×２4× 5 －２50＝350〔㎝3〕

　　　である。



2　⑴　〔証明〕
　　　△ＢＣＥと△ＤＣＧにおいて，
　　　　四角形ＡＢＣＤ，ＣＥＦＧは正方形なので，
　　　　　ＢＣ＝ＤＣ          …①
　　　　　ＣＥ＝ＣＧ          …②
　　　　∠ＢＣＥ＝∠  ア　ＢＣＤ  ＋∠  イ　ＤＣＥ  
　　　　　　　 ＝90°＋∠  イ　ＤＣＥ      …③
　　　　∠ＤＣＧ＝∠  ウ　ＥＣＧ  ＋∠  イ　ＤＣＥ  
　　　　　　　 ＝90°＋∠  イ　ＤＣＥ      …④
　　　　③，④より，∠ＢＣＥ＝∠ＤＣＧ   …⑤
　　　①，②，⑤より，
　　 　　　  エ　 ２ 組の辺とその間の角がそれぞれ等しい  ので，
　　　　　△ＢＣＥ≡△ＤＣＧ

　　⑵　下の図において，

　　　⑴より，△ＢＣＥ≡△ＤＣＧなので，
　　　　　∠ＣＢＥ＝∠ＣＤＧ
　　　よって，
　　　　　∠ＣＤＥ＝∠ＣＤＧ＋∠ＥＤＧ
　　　　　　　　 ＝∠ＣＢＥ＋∠ＥＤＧ
　　　　　　　　 ＝31°
　　　となり，△ＤＣＥの内角より，
　　　　　∠ＤＣＥ＝180°－90°－31°＝59°
　　　したがって，
　　　　　∠ x＝360°－∠ＢＣＤ－∠ＤＣＥ－∠ＥＣＧ
　　　　　　　＝360°－90°－59°－ 90°
　　　　　　　＝1２1°


